
第 14 期 練馬区健康推進協議会（第２回） 

 

１ 開催日時 

令和６年 11 月 21 日（木）午後３時～午後４時 15 分 

 

２ 開催場所 

練馬区役所西庁舎 ４階 全員協議会室 

 

３ 出席者 

中村秀一、古賀信憲、岩橋美智子、河原啓子、鈴木明、高桑力也、刀根洋

子、島田美喜、つじ誠心、佐藤じゅんや、西田まちこ、水上明子、やない

克子、池尻成二、伊藤大介、上原正美、輿水淳、後藤正臣、轡田英夫、井

口正樹、山路健次 

 

４ 公開の可否 

可 

 

５ 傍聴者数 

３名 

 

６ 配布資料 

  （１）練馬区健康づくりサポートプラン（令和７年度～令和 10 年度）素案

（たたき台）について 
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１ 開会 

 

○会長 皆様、定刻になりましたので、第 14 期第２回練馬区健康推進協議会を

開会いたします。 

 本日はお忙しい中お集まりいただきまして、誠にありがとうございます。  

まず初めに、事務局から委員の出席状況等について報告をお願いいたします。  

○事務局 

・委員の出席状況について報告 

〇会長 会議の公開・記録について事務局から説明をお願いいたします。 

〇事務局 

・会議の公開・記録について説明 

〇会長 本日の資料について事務局から確認をお願いいたします。 

○事務局 

・資料確認 

 

２ 議題 

〇会長 それでは、議事に移りたいと思います。 

 本日の議題は１件となります。議題（１）「練馬区健康づくりサポートプラン

（令和７年度～令和 10 年度）素案（たたき台）」について、健康推進課長から

説明をお願いします。 

〇健康推進課長 

 ・資料１－１及び資料１－２の説明 

〇会長 ただいまの説明について、委員の皆様からご質問、ご意見等ございまし

たらお願いします。 

○委員 前回、女性の健康について意見を出させていただいて取り入れていただ

きありがとうございます。 

 41 ページに女性の健康・男性の健康ということで取り上げていただいたので

すが、依然としてホルモンに集約されているような図表になっています。ライフ

コースアプローチとの兼ね合いでの女性の健康を生涯で考えていくというのが、

国の健康日本 21 の第三次もその内容であり、ホルモンに集約されたのはライフ

コースと少し違うように思います。できれば女性、男性もですが、生涯の社会的

役割なども重ねて記載していただけるとよいと思いましたので、その点だけです。

お願いいたします。 

〇会長 今のご意見についていかがですか。先ほど健康推進課長から、ほかのペ

ージにも女性の健康に関する記述があるというお話もあり、せっかくですから、

そこもご紹介していただければと思います。女性の健康に関するコラムがあると
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いうことで、コラムはコラムの役割があると思います。女性の健康がライフステ

ージということは、別にこのコラムに集約されているわけではないと思います。

これは私の解釈ですが、それも含めてお答えいただければと思います。  

〇健康推進課長 ご意見ありがとうございます。 

 女性の健康についてご意見をいただきました。おっしゃるとおり、コラムでは

ホルモンバランスについて、大きく取り上げてまとめています。  

今、会長からもご指摘ありましたその他のページについて申しますと、50 ペ

ージには若年の女性にも影響のあるがんとして乳がんについて記載しています。

乳がんの発見のために重要視されているブレスト・アウェアネスについて、意識

してやっていただきたいということでまとめてございます。 

続いて 56 ページには、妊娠以前の健康管理ということで、プレコンセプショ

ンケアについてまとめてございます。 

柱立てに合わせてそれぞれの内容に紐づいた内容をご覧いただきたいというこ

とで、こういった配置で掲載しております。このように柱とそれに関連する女性

の健康づくりについてきちんとお示ししていく必要があると考えています。 

ライフコースアプローチについては、16、17 ページに前回のご意見を踏まえ

てまとめています。このような一覧を設けていますので、こうしたところをもう

少し工夫しながら、今のご意見を踏まえてまとめてまいりたいと思います。プレ

コンセプションケア等についても、きちんと分かるような形で工夫してまいりた

いと考えてございます。 

〇会長 どうもありがとうございました。 

 ほかにいかがでしょうか。 

○委員 すばらしい資料をありがとうございます。 

 まず、お礼なのですが、109 ページです。判定区分をつけていただいて、目標

値に対する現状値のステータスがどうなのかということを可視化していただいた

のは、本当にありがとうございます。これで随分見やすくなりました。感謝申し

上げます。 

 次に、イメージの確認ということで２点ほどなのですが、まず、資料１－１の

柱４の「リーディングプロジェクトと主な取組」というところの取組（１）「い

つでも相談できる環境づくり」というのがあるのですが、これは何でもかんでも

人間が対応するだけではなくて、物によってはＡＩのディープラーニングのよう

なものを活用して行うようなこともイメージされているのでしょうか。というの

は、最近、24 時間 365 日という言い方をすると、それに対応する人の労務管理

が昨今うるさくなっている中で、あまり何でもかんでも人間というよりは、もう

少しその辺は科学技術を使ったほうがいいのではないかということを、よく民間

企業が何かをサポートするときには考えているので、この辺はどのようなイメー
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ジなのか、お伺いしたいと思っております。 

 もう一つが、資料１－２の 17 ページですが、柱５の「おいしく健康になろ

う！」のところで、高齢期のところでたんぱく質の話が出てきています。自分が

時々、産業保健セミナーのようなものに参加していると、たんぱく質の摂取はも

う少し早い段階から、 50 歳ぐらいから積極的に取って体を強くしましょう、と

いうことを聞いていました。このことから、もう少し早い方がいいのではないか

と思い、教えていただければと思います。 

以上でございます。 

〇健康推進課長 まず、「２ 前回計画の評価」について前回の健康推進協議会

でご意見をいただきましてありがとうございました。早速対応させていただきま

した。 

次に、「妊娠期・子育て期を切れ目のない支援」についてです。今、共働き家

庭が増えており、育児に対してご不安がある方が多くいらっしゃいます。子育て

世代の方の中には、スマートフォンを利用される方も多いことから、時間を選ば

ずに相談できる仕組みが必要であると考えています。子育てに関する相談は保健

相談所を中心に対応していますが、外部機関のノウハウも活用しながら対応でき

ればと考えます。 

ご指摘のＤＸですが、区としてもＤＸを推進していますが、これについては今

まだそこまで進展が十分でない状況です。ご指摘のように、労働環境の改善、働

き方改革は医療業界では今年度から始まっています。そうした視点も十分に考え

ながら、かつ、ご相談されたい方にはできるだけ早く対応させていただく、この

両立を目指してまいりたいと考えてございます。 

さらにもう１点ご指摘をいただきました 16、17 ページの表の中で、高齢期の

たんぱく質のお話でございます。これについてはまだ調整中ということで、今ま

でのご意見を踏まえて検討してまいりたいと考えています。高齢期の方は筋力低

下に伴って、介護予防、フレイル予防、サルコペニアの対応などの必要がありま

すが、確かにもう少し早い段階からの予防も考えられます。この記載の仕方につ

いては今後検討してまいりたいと思います。 

○委員 ちょうど私が、その渦中にいたもので、踏み込んだことを聞いてしまい

恐縮でございます。どうもありがとうございました。 

〇会長 ほかにいかがでしょうか。 

○委員 ご説明ありがとうございました。いくつかお伺いしたいと思っているの

ですが、端的にいきたいと思います。 

 まず、健康というのは日々の習慣づくりがとても大切だと思っております。し

かし、習慣づくりというのはとても大変なことだとも思っています。私も、デン

タルフロスを使うようになったのは３年前です。それまで歯磨きはきちんとして
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いましたが、デンタルフロスを毎日できるようになるまでに１年かかりました。

２日に１回、たまに忘れて３日に１回でもやっていくうちに、やらないとすっき

りしないという気持ちになるまで１年ほどかかかりました。どのように習慣づく

りをしていったらいいのかという部分をもう少し具体的にして、ぜひ事業を進め

ていただきたいと思っております。 

 次に、資料１－２の 35 ページにナッジ理論という、前回辺りからこのナッジ

理論を活用したというご回答を何回かいただいています。これは具体的に何か進

展みたいなものはありますでしょうか。 

〇健康推進課長 まず、習慣づくりのお話をいただきました。これが非常に困難

というのは我々も認識しているところでございます。健康づくりの施策というの

は、ご本人の発意によるもので、我々が様々な事業を示してもなかなか習慣づく

りにつなげることが難しいと考えているところです。そこで、今回の素案の作成

に当たっては前回のご意見を踏まえて、できるだけ分かりやすく、身近で取り組

みやすいものを呼びかけていくという形で、 16、17 ページの表もそのような観

点で記載しています。身近に始められること、例えば長時間座りっぱなしではな

く、30 分に１回立ち上がろう、飲酒についても休肝日を意識しようということ

で、そんなにハードルが高いわけではないものからお示ししています。 

 ただ、実際に習慣づけのためには、この計画を具体化していく上で事業に落と

していく中でどういうことを行っていくかを考えなければなりません。さらに事

業を詰めていく中で少しでも取り組みやすい機会をつくれるように進めてまいり

たいと考えてございます。 

 ナッジ理論の話でございます。健康診断について、少しでも受診につなげられ

るように今様々な取組を進めています。例えば届く封筒一つとっても、書き方が

一つ違えば、「あ、行こう」という気持ちになることもあるということで、様々

研究しながら実施しております。現在のところ、始めてからはまだ大きい成果は

そこまではなく、がんの健診で受診率が上がったものもあれば、そこまで至って

いないものもあるということでございます。ただ、受診勧奨へのナッジ理論の活

用については、効果を認められるものと思っております。さらに工夫しながら進

めてまいりたいと考えております。 

○委員 ありがとうございました。 

 先週か先々週ぐらいにニュースで見たのですが、八王子市が成功されていると

いうニュースをやっておりました。ナッジ理論を使って、今までの受診券の文言

を変えただけで、大腸がんの受診率が 22.7％から 29.9％に上がった。本当にた

だ文言を変えただけで、それほど手間もかからず、とても効果を上げていらっし

ゃる。そうすると、一人当たりの医療費も 614 万円削減されたということだった。

これが大腸がんだけなのであれば、ほかのがんを足すととても効果が出るのでは
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ないかと思いました。文言一つでそれだけ変わるというのであれば、全てのとこ

ろにぜひ活用していただきたいと思っております。 

 次に、食のところ、柱５です。例えば 59 ページで若い世代のやせが課題とあ

ります。三食バランスよく食べることが重要とありますが、そのようなことは知

っていますというところもあります。バランスよく食べることももちろん大切で

すが、先ほどたんぱく質の話もありましたが、どうしてもカロリーを気にしてし

まうので、カロリー、たんぱく質、脂質、炭水化物の割合という視点も良いと思

っています。栄養バランスももちろん大事ですが、カロリーも大事だと思ってい

ます。そのようなところにもぜひ取り組んでいただきたいと思いました。それか

ら、若い世代のやせというものは食の問題だけではないと思っておりまして、こ

ころの問題でもあるのではないかと思います。その認知に当たるところでもある

と思い、柱６にも一緒に関わってくると思うのですが、その辺はどのように考え

ていらっしゃるでしょうか。 

〇会長 ただいまのご意見についていかがでしょうか。 

〇健康推進課長 食につきましては、データからも、若い世代のやせが課題にな

っています。男性も今、そうした傾向が強まっており、ダイエット志向が反映さ

れていると思っております。 

 食事のバランスの話がありましたが、主菜、副菜をバランスよくとっていただ

くというのはしっかり発信したいのですが、「分かっているよ」と言われてしま

うお話もあろうかと思います。そこをいかに若い方々に訴求するかについては、

食育推進ネットワークで様々な関係者の方からもご意見を頂戴して進めています。

例えば自炊一つとっても、なかなか手間がかかるといったことがあるかと思いま

す。そうしたところに負担なくできる形を、食育推進ネットワークに参加されて

いる専門の方々とも協議しながら進めてまいりたいと思っております。  

 やせについてはこころの健康も関係があろうということで、こころの問題でな

かなか食が進まないというケースもあろうかと思います。食育とつなげるかどう

かというのは、また考えたいと思いますが、こころの健康、特に若い方のこころ

の健康というのは非常に支援が大事であると思っております。今、若い方はＳＮ

Ｓですとかアプリになじみがございますので、区公式ＬＩＮＥなどを活用しプッ

シュ型の発信を行い、こころの健康に関する相談先の支援を実施してございます

ので、こちらについても若い方への支援という視点をしっかり持って対応を進め

てまいりたいと考えております。 

○委員 ありがとうございます。 

〇会長 ほかにいかがでしょうか。 

○委員 私もライフステージにおける女性の健康課題についてお伺いしたいと思

います。 
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 女性の健康課題で前回も質疑をしましたが、今、練馬区の保健相談所で配って

いる「ちょっとの工夫でもっと元気に！」という冊子があると思います。そこに

はしっかりと、きちんとライフステージにおける健康課題というのが書いてある

ので、そこを一緒に組み込んでもいいのではないかと思います。その辺はいかが

でしょうか。 

〇健康推進課長 パンフレットをご覧いただきありがとうございます。あちらの

は健診会場で手に取っていただくもので、かなり詳しく書いてあるものになりま

す。今回、計画ということで方向性とか全体像を示すものということで、一旦こ

こまでにさせていただいていますが、どういった形で要素を入れられるかという

のはまた検討したいと思います。 

 具体の事業でどのように働きかけていくかということは重要です。そのため、

パンフレットの啓発も含め、着実に事業を進めてまいりたいと思っております。 

○委員 ＱＲコードをつけて、そちらのパンフレットに飛ぶような仕組みがあっ

たらいいのではないかと思います。その辺もぜひご検討いただけたらと思います。  

 41 ページの、先ほどもおっしゃっていましたが、ホルモン関係にとてもフォ

ーカスされているような取組だと思いますが、例えば思春期のところで生理不順

などいろいろ記載されています。女性の生理痛というのは本当に、ただの生理痛

ではなくて、様々な病気に関わってくると思います。例えば機能性月経困難症を

はじめ、過多月経症からの貧血や、やせによる貧血など様々な病気になってしま

うというように、やはりライフステージにおいていろいろな病気が関わってくる

と思います。その辺をもう少し詳しく、16 ページ、17 ページで工夫するとおっ

しゃっていましたが、記載していただきたいと思います。その辺はいかがでしょ

うか。 

〇健康推進課長 女性にはそうした様々な不調があると思います。この 16、17

ページは、主に全体像を示して、ライフコースアプローチを踏まえて記載してい

るものでございまして、また、女性の健康のページに今の話をどこまで記載でき

るか、こちらも検討させていただきたいと思います。 

○委員 女性だけではないと思うのですが、女性が妊娠したい、子供が欲しいと

思ったときに、しっかりと産めるような体づくりをしっかり、その前から、自分

で自分の身体を知ろうということが非常に大切だと思います。様々な病気といい

ますか、女性特有の病気があると思いますが、そこをまず知ってもらうことが大

切だと思います。その辺の取組もぜひ進めていただけたらと思います。これは要

望に留めておきます。 

 44 ページですが、「身近な「がん」を知ろう」ということで、ＨＰＶワクチ

ン定期接種があるのですが、この４月からは男性のＨＰＶワクチンの接種も始ま

ってきています。女性だけではなくて男性も接種することによって、女性が子宮
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頸がんにならないということの予防にもつながると思うのですが、その辺、男性

のＨＰＶワクチンについても記載していただきたいと思うのですが、いかがでし

ょうか。 

〇健康推進課長 こちらについては、子宮頸がんということで書いてございます。

ＨＰＶワクチンは今男性も打っており、咽頭がんやその他のがんにも効果がある

と考えています。記載するか否かについてまた検討したいと思います。 

○委員 最後になります。目標値が後ろのほうにページであったと思うのですが、

増加とか減少と書いてあるのは、今後しっかりと数値を入れる予定でしょうか。  

〇会長 目標値についてのご質問です。 

〇健康推進課長 目標値の考え方としましては、健康日本 21 の目標値から換算

するなど、基本的には数字で示しています。 

 ただ、中には既に健康日本 21 の目標を達成しているものがあります。例えば

国の目標値は 80％で練馬区では現状値が 82％だったとした場合、それについて

は、具体的に何％と新たに示すことなく、さらに増加ということで示していくと

いう形で記載しています。改めてこちらのほうも点検して皆様にお示ししたいと

思っております。 

○委員 練馬区健康づくりサポートプラン、資料１－１の文字の配列なのですが、

まず、第３章の柱１の取組（２）「正しく知ろう、たばことお酒」、それから

（４）の「今日から始めるフレイル予防」で、述語が最初にきているのですけれ

ども、上は点が打ってあって、下は点が打っていないのですが、述語が最初にあ

ると、「知らないだろう、正しくは。正しく知ろう、たばことお酒」という印象

になります。「たばことお酒」が先に来て「たばことお酒、正しく知ろう」とす

ると、そもそもたばことお酒が飲み過ぎ、吸い過ぎが体に影響を与えることはも

う分かってはいるが、そのことについて正しく知りましょう、というイメージに

なるし、フレイル予防を主語に持ってきて、「フレイル予防を今日から始めよう」

とすると、もともと始めているのですが、さらに始めるという印象になるのでは

ないか、と思いながら見ていました。先に述語があって「今日から始める」や

「今日から始めよう」というと、「始めてないでしょう、あなた」という印象に

なります。それは実は柱２にもあるのですが、「もっと知ろう自分の身体」、確

かに、知らないから知ろうね。というところで取組（１）で「自分の身体を知ろ

う」という主語が出てきます。これを言葉の配列、つまり、主語と述語の入れ替

えなのですが、どうでしょうかという、そうした印象です。 

〇健康推進課長 計画における表現について、汲み取っていただきありがとうご

ざいます。今までの行政計画だとなかなか、何かに向けての支援ですとか、やる

べきことを丁寧に書くという形だったのが、健康施策についてはなかなかそうし

たことが数字に結びつきにくかったというのもあり、今回このような形でまとめ
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てまいりました。今のお話にありましたように、「たばことお酒」の主語を先に

するべきかどうか、様々、我々も分析や検討をして、できるだけ平たくキャッチ

―に伝わるような形でということでまとめてございます。ただ、語感の印象、受

取側の印象というのも大事だと思います。改めて庁内で書き方について一個一個

確かめて、引き続き検討してまとめてまいりたいと思っております。 

〇会長 よろしいですか。 

○委員 はい、ありがとうございます。 

〇会長 ほかにいかがでしょうか。 

○委員 歯科医師会の立場としてご質問させていただきたいと思っていたのです

が、現在、歯科健診というのは法律で１歳半と３歳、それから、小学生から高校

生までは義務化されているのですが、練馬区独自として成人歯科健診として 30

歳から 70 歳、妊婦さんの出産前後、それから長寿すこやか歯科健診の 76 歳と 80

歳が盛り込まれています。今回、新たに 20 歳と 25 歳で取り組んでいただけると

いうことで、長年、私たち歯科医師会が要望していたことであり、非常にうれし

く思っております。 

 29 ページの「おとなの歯みがき相談」というのが目に留まり、お聞きしたい

のですが、歯周病やむし歯予防のために歯のみがき方などの相談時に、唾液を使

った簡易検査を導入するということなのですが、実際、これは区民から保健所の

に相談があったときにこれを行う取組なのかどうか、どういった取組なのか、お

聞かせいただけたらと思います。 

〇健康推進課長 今、区の保健相談所で、「おとなの歯みがき相談」を定期的に

今やってございます。その中で、ご本人のお話を聞いていたのですが、それをよ

り効果的にやりたいということで唾液を使った簡易検査を加えて、より関心を持

ってもらうということで考えているものでございます。今定期的にやっているも

のの中で充実させていくというものです。 

○委員 それから、健診に関しまして、日本歯科医師会は「国民皆歯科健診」を

導入するのを検討中だと思うのですが、実際これが導入された場合に、区として、

区民に対して歯科健診を国の施策として動いていくのか、あるいは、これまで培

ってきた成人歯科健診を残すのか、あるいは並行してやっていくのか、その辺の

検討はいかがでしょうか。 

〇健康推進課長 「国民皆歯科健診」につきましては、報道ベースで承知してい

るのですが、今、具体的なものはまだ国のほうから示されてございません。ただ、

今まで歯科医師の先生方と培ってきた土壌というものがあり、国が今後どういう

形で示してくるか、そちら次第ということになります。現段階ではまだなく、国

の通知なり動きを待って対応を考えたいと思っております。 

○委員 国が目指しているのは、多分簡易検査、唾液検査かと思うのですが、今
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独自で練馬でやっている成人健診はかなり細かいところまで見ております。した

がって、国の施策が導入された場合でも、練馬区独自の健診も残していったほう

がいいのではないかと、個人的には思っております。 

○委員 まず、27 ページの「子どもの頃からの健康教育」というところで具体

的な取組として「がん予防教室」を取り上げていただいて、子どもたちの健康意

識の向上の観点から非常に重要な取組だなと感じております。以前にもお話しし

たことがあるのですけれども、薬剤師も含めた医療従事者を外部講師として積極

的にご活用いただいて、より「がん予防教室」について推進いただければなと思

っております。 

 ２点目が、39 ページ、「主な取組」として「医師会・歯科医師会との連携に

よる内科受診勧奨」ということで新規でいただいております。現在、薬局では、

患者さんの安心・安全な薬物治療を行う観点から、患者さんの係わる全ての医療

機関の処方情報を把握することで服薬情報の一元的、継続的把握と、それに基づ

く薬歴管理と指導を行っていまして、歯科、眼科だけではなくて幅広い診療科の

薬物治療に対応して、生活習慣病の治療のサポートだけではなく、その周知と啓

発、また必要に応じた健診も含めた受診勧奨にも努めておりまして、医師会・歯

科医師会の連携にさらに薬剤師会を加えていただきまして、多くの区民の皆さん

の生活習慣病の早期発見、早期治療、重症化予防に寄与できると考えております

ので、ご検討をお願いできればと思っております。 

 最後ですが、70 ページと 72 ページです。70 ページの冒頭に「若者の市販薬の

オーバードーズの広がりなど、こころの健康に関する新たな問題が顕在化」とい

うところと、72 ページのコラムでも、市販薬のオーバードーズを取り上げてい

ただきまして、社会問題化しているオーバードーズに対して積極的に取り組んで

いくという取組が幅広く盛り込まれることに関しては感謝申し上げたいと思うの

ですが、厚生労働省の 2024 年度版の「自殺対策白書」においては、18 歳以下の

自殺未遂の手段が、３人に２人が過量服用ということで、ＯＤ（オーバードーズ）

に関しては、購入がドラッグストアとか薬局であるということから、現在、国の

ほうでも販売制度に関する薬供の見直しというのが行われておりますが、対面で

販売する薬局あるいは薬剤師の社会的責任は大きいということで、非常に自戒し

ているわけです。柱６においてはＯＤを行う社会的孤立をした子どもたちの支援

ということで、アウトリーチとかゲートキーパーの養成など多く盛り込まれてい

ますが、既にこころの問題を抱えている方だけではなくて、その前に、たばこや

お酒の啓発というのも大事ですが、ＯＤの防止ということも教育啓発という観点

で、柱１に盛り込んでいただいても良く、柱６の中にＯＤ防止を、小中学校から

の教育啓発というのもしっかり盛り込んでいくことで、そこに至る前の子どもた

ちの教育をしっかり行っていくことも大事ではないかと考えております。ご検討
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をお願いしたいと思っております。 

 以上です。 

〇会長 ただいまの点についてどうぞ。 

〇健康推進課長 まず、「がん予防教室」のお話をいただきました。今、練馬区

薬剤師会の先生方におかれましては、学校現場への働きかけも積極的に行ってい

ただいているということで我々も認識しており、感謝申し上げます。引き続き

「がん予防教室」については薬剤師会の皆様をはじめ関係者の方々とも連携して

進めてまいりたいと考えております。 

 39 ページの内科受診勧奨のお話でございます。こちらの趣旨は、日頃、顔も

つながっている医療関係者の方々から勧奨、働きかけていただくことが効果的だ

と考えて記載しており、ぜひ薬剤師の先生方ともご協力してまいりたいと思って

おります。こちらの記載については改めてまいりたいと思っております。 

 最後にオーバードーズのお話がございました。今回、こころの健康に結びつけ

ているのが自殺対策のお話や、そういった観点からここにまとめているものでご

ざいます。オーバードーズにつきましては、もう一度、どういった内容、事象か

というのを改めて検証した上で、記載の場所を改めて検証したいと思っておりま

す。 

○委員 まず、歯科健診の年齢を引き下げていただいたということで、若い方が

健康に関心を寄せていただく機会が広がるといいと期待します。  

 それから、先ほど健康推進課長もおっしゃったように、これは行政計画なので

すが、本当に区民一人ひとりそれぞれに対応するものであり、この１冊をそれぞ

れのご家庭にお配りしてもいいぐらいだと思いながら、改めて読んでいるところ

なのです。まず計画が、この後区民意見募集などもあって、来年３月末に確定す

るわけですが、この冊子ができた後の活用方法、配付方法を改めて確認させてく

ださい。 

〇会長 今の点、いかがでしょうか。 

〇健康推進課長 計画策定後、冊子としての配布については、区立施設などで供

覧するという形で考えているところですが、今はホームページでご覧いただく方

も多いので、そうしたところはもちろん掲載してまいりたいと思います。 

 計画はあくまで方向性を示すものであって、具体的な事業をどのようにやって

いくかというのも大事だと思います。例えば、女性の健康のパンフレットの話な

ど、様々意見をいただいております。そうした要所要所で、ターゲットとなる

方々につながるような形で、事業という形でこの方向性を伝えていきたいと考え

ているところでございます。 

○委員 ホームページに、こういう計画ができましたというのは、今までもそう

いう形で周知されているので感心が高まるといいと思います。  
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 その上で、16、17 ページの各ライフステージに応じた一覧になっているのが、

啓発も含めたことが載っています。これを活用できるといいのではないかと思い

ます。区民の方にどのように見ていただけるかということも、ぜひこの後検討し

ていただければと思います。 

〇会長 ありがとうございました。 

 ほかに、ご意見、ご質問があれば。 

○委員 ＳＮＳの利用がいくつか出てきていると思います。例えば柱１の 25 ペ

ージのところ、「インスタグラムを活用した健康情報の発信」という新規のもの

や、柱２で 37 ページの「ホームページの充実とＳＮＳの活用による生活習慣病

予防の推進」、それから柱３の 45 ページのところのがんに関するものとかとい

うように、既存のものと新規のものがあるかと思うのですが、特に柱１と柱２は

連動する部分もあるのではないか、との感じがするのですが、新規のものをどの

ようにデザインをしていらっしゃる予定なのでしょうか。 

〇会長 ただいまのご質問についていかがでしょうか。 

〇健康推進課長 今、スマートフォンの保有率は非常に高く、これは積極的に活

用していこうと考えているところでございます。 

 健康づくりについても、特に若い世代への働きかけはなかなか我々も難しさを

感じているところで、そういった中では、今浸透しているＳＮＳを活用すること

も必要かと考えてございます。デザインですが、これから検討していくところと

なりますけれども、ＳＮＳという、リンクというのでしょうか、かなりいろいろ

なもののつながりがある仕組になっています。今までやっているコンテンツを活

用しながら新しいものも見られますので、そうした視点はしっかり重視しながら

取組を進めてまいりたいと考えております。 

○委員 ありがとうございます。ＳＮＳは使い勝手と情報の質のよさではないか

と思っておりまして、ぜひ、区のそういった健康に関するＳＮＳを皆さんが利用

できるような使いやすさと、それからよい情報を提供していただきたいと要望し

ます。よろしくお願いします。 

〇委員 健康推進課長のすばらしい説明で、分かりやすくて本当によかったと思

います。基本的には賛成なのですが、私たちはオーラルフレイルというのがとて

も大事であるということで常々要求してまいりまして、この冊子の中にもふんだ

んに入れていただいてありがとうございます。また、睡眠に関しても入れていた

だけたのは、意見が通っていると思って感謝いたします。 

 私からは３点、29 ページと 51 ページと 57 ページです。１点目は、29 ページ

のオーラルフレイルに関して、この表は「はい」「いいえ」があって、私はアン

ケート方式なのかと思ったのですけれども、この冊子も、読んだ人が書き込んで

アンケートができるような楽しい冊子にできるといいと感じたのが１点目です。  



 12 

 ２点目は、51 ページの「妊娠期・子育て期を切れ目なくサポート」です。私

たち男性は、女性の出産の大変さが分からない部分もありまして、男性が読んで

も分かるような文章にしていただけたらとてもありがたい。例えば女性はどれぐ

らい休ませなければいけないか、など。また、男性も、これは個人差があります

が、家事を手伝ってあげようとか、そうした部分で母親をサポートできるような、

男性が見ても分かりやすいものにしてもらいたいと思いました。  

 最後、３点目は「食育」です。先ほど習慣が大事だというのもあり、大根やキ

ャベツなどを使って、こんなものをつくるといった、献立のようなものを書き込

めるように、理想の献立が書いてあるといいと思いました。病気に関しては様々

あると思います。健康に関する意識が高まるように持っていっていただけたらと

思います。 

〇会長 今の３点、いかがでしょうか。 

〇健康推進課長 それぞれご意見をいただきましてありがとうございます。  

 まず、オーラルフレイル、口の健康というのは、近年特に重要だと言われてお

りまして、計画に反映させていただいております。冊子の 29 ページに掲載して

いるのは、ここで使っていただくというよりも、こういったものがありますとい

うことをまず知っていただくということで、チェック表については、先ほども簡

易検査を入れた相談もお話ししましたが、そうした実際の相談場面で活用してい

ただければいいと思っています。まずこういったものを知ってもらい、その上で

実際の事業の中でやっていただくという形で進めてまいりたいと思っております。  

 妊娠期の支援については、男性にも知ってもらうための書き方の工夫と並行し

て、実際に男性にきちんと説明する場面を設けたいということで、男性も参加し

やすい赤ちゃん準備教室などの事業の中でも周知をしてまいりたいと思ってござ

います。 

 食事についてもご意見を頂戴しました。献立のお話でございます。これについ

ても、実際の事業の中での啓発ということで、今までも様々な冊子を作成してい

るほか、先ほども委員からもご指摘いただきましたＳＮＳを活用した発信に既に

取り組んでおりまして、取り組みやすい献立もご紹介していますので、そういっ

たものをさらに伝えるようにということで工夫してまいりたいと考えております。  

○委員 再度、伺いたいことがあります。どちらかといいますと、お願いです。

36 ページ、37 ページ、38 ページに随分余白があって、いろいろ挿絵もほかのと

ころで入ってきています。もし可能であればなのですが、練馬区の健診の伝票が

とてもよくできていて、東京都下には 47 医師会があるのですが、練馬区の医師

会で取りまとめた健康診断の伝票は民間の人間ドックにも勝るとも劣らない非常

に見やすく、かつきれいにできています。「こういう伝票で帰ってきますよ」、

「こういうようなもので結果が帰ってきますよ」といった感じで縮小したものを
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貼ってもらえるといいと思ったことが１点。 

 それから、39 ページには、医師会・歯科医師会との連携というのがあるので

すが、今とても重要なのは、糖尿病は歯周病の始まりだということが言われてい

て、本当に糖尿病を患って長い方、60 を過ぎた方の歯槽、歯と骨の間のいわゆ

るポケットになるところですけれども、そこの感染は大変多く、40 代の頃から

それに気づかずに 60 代になって、細かい治療を受けてこられずに一気にインプ

ラントに持っていかれる方がいて、そういう方は結局、骨も弱いので一気に全部

抜いて全部のインプラントをして、最初の数年、もしくは 10 年ぐらいはよくて

も、その後、最終的にはインプラントの大元の人工歯根が抜け落ちるということ

もあります。早くから、それはフレイルというよりは、糖尿病と歯周病との関連

を強調するような、もしくは一言入れられているといい。これは恐らく歯科医師

会の先生も、それから薬剤師会の先生もお分かりになっていると思うのですが、

やはり、話していても、多分この方は歯周病だろうなというのが分かることが散

見します。したがって、その点、盛り込めたらありがたいなと思います。 

○委員 ただいま委員からご指摘ありました歯周病と糖尿病の関係というのは非

常に強い相関関係がありまして、糖尿病の方は歯周病もあり、歯周病がよくなる

と糖尿病もよくなるという関係がございます。特に歯周病はいろいろな疾患を引

き起こす元になるところがございます。歯周病と糖尿病の関係についても、もう

少しこれに盛り込んでもいいように感じました。 

〇健康推進課長 ご提案ありがとうございます。まず、この冊子につきましては、

まだ本日はたたき台ということでお示ししました。冒頭ご説明したとおり、イラ

ストや図表を含めて調整中でございますので、どういった書き込みができるかと

いうのは関係の皆様とも協議しながら検討を進めてまいりたいと思っております。  

 歯周病と糖尿病のお話をいただきましたけれども、今まさに委員からいただい

たようなお話は現場で気がついたことで、非常に大事であるということが伝わる

お話でしたので、まさにそういったことも伝わるように我々も工夫してまいりと

思ってございます。計画あるいは様々な啓発場面でお伝えできるように進めてま

いりたいと思っております。 

〇会長 ほかによろしいでしょうか。 

○委員 例えば柱１の禁煙教育に関しまして、まだ、たばこに触れない中学生か

らとありますが、最近は中学生だと遅いというデータもあります。小学生あたり

からどうかと思うのですが、いかがでしょうか。 

〇健康推進課長 こうした啓発については実際の教育現場の意見を聞くことが大

事だと思います。早いという意見もあります。これは教育の部門のほうとも話を

しながら適切な形で書き込めるような形でまとめてまいりたいと思います。あり

がとうございます。 
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○委員 また、適正体重の、ＢＭＩで 18.5 から 25 が適正とありますが、こちら

はかなり幅があります。例えば 22 が一番病気になりにくい数値というのをどち

らかに一言書いていただければいいと個人的に思いました。 

 それから、柱１で「～その気になった時がはじめ時～」とありますが、その気

にならない人をいかにその気にさせるか、そういうアイデアがあれば教えていた

だきたいと思います。 

〇健康推進課長 数値の幅については厚生労働省が発表しているものや、医療関

係者の資料を見ながら、適切な形でまとめてまいりたいと思います。 

 今、我々も課題だと思っているのは、まさにご指摘いただいたとおり、その気

にならない方、つまり、なかなか関心がない方への働きかけです。先ほどお話い

ただいたＳＮＳの活用などを通じて、事業を実際に進める中で少しでも関心を持

ってもらえるよう積極的に進めてまいりたいと思っております。  

〇会長 よろしいでしょうか。 

 ありがとうございました。質疑はこれで終わらせていただきまして、本日の案

件は以上となります。これに限らず、何か皆様のほうからございましたら、お受

けしたいと思います。 

 特にないようですので、それでは次回の開催について事務局から説明をお願い

いたします。 

○事務局 

・次回の開催日程について 

 

３ 閉会 

 

〇会長 以上をもちまして、健康推進協議会を閉会いたします。本日は本当にお

忙しい中、ご出席いただきましてありがとうございました。 

 


